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タイトル：先進的な加工技術 
 
サブタイトル：複雑な食品加工の課題を解決するうえで、明治機械は他社の一歩先を行く 
 
本文： 
石臼は、何千年にもわたり作物を加工し、食品原料へと変えるために用いられてきた、食品加工
の基盤となる技術です。その現代版である製粉機も、今日の社会において同じように欠かせない
存在です。 
明治機械は 100 年以上にわたり、製粉機を主力製品としてきました。同社は 1905 年に、日本初
の国内製粉工場を建設しました。代表取締役社長の日根 年治は、「製造方法自体は大きく変わっ
ていませんが、お客様は自動化やサステナビリティへの関心を高めています」と話します。 
明治機械は、穀物加工技術への需要が着実に伸びている東南アジアで、事業を拡大しています。
日根は、同地域で長年にわたり事業を展開してきた実績を背景に、特にインドネシアとベトナム
に大きな可能性を感じています。 
「品質とお客様にとっての価値は、私たちにとって非常に重要です。それと同じくらい、何十年
にもわたって築いてきた相互の信頼も大切です。海外展開を進める中でも、この長期的な考え方
を引き継いでいきたいと思います」と、日根は述べています。 
 
 


